	[image: image1.bmp]
[image: image2.wmf]


[image: image3.wmf]


私たちの体を日本列島に例えれば、血管は高速道路から路地裏の小道
まで張り巡らされた道路網のようなものです。
道路を往来する人や車は、血管を流れる血液です。
　
血液は、常に体の隅々にまで分布している毛細血管を通って、体に
必要な酸素や栄養分を隅々まで運んでくれます。同時に細胞組織から
出る代謝物や、いらなくなった老廃物を運び出す働きもしています。
だから血液には、体全体の組織や臓器の細胞から集まってきた成分が
含まれているのです。
もし体のどこかに異常が起これば、血液はそれに反応して変化します。又、血液そのものに異常があれば、体にも異常をきたします。
血液は体の状態を映す鏡であり、体中の全情報が満載されていると
言えるでしょう。血液ほど私達の体のデータを持っているものは他に
ありません。日頃から自分の体を知っておく、という点で血液検査は
欠くことのできないものです。
もし検査を受けて異常があれば、専門医やかかりつけ薬局などに相談
して下さい。
　体の異常をいち早く教えてくれるのも血液検査ですし、万一病気に
なってしまった時に、健康の回復を刻々と知らせてくれるのも血液検査
です。
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